
書
物
を
愛
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
そ
の
書
物
が
貴
重
な
ほ
ど
楽
し
み

が
深
い
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
尊
経
閻
文
庫
に
、
世
に

も
希
な
る
書
物
ば
か
り
を
集
め
た
前
田
公
と
い
う
人
は
、
た
ぶ
ん
害
狼

の
類
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
た
び
、
そ
の
尊
経
閣
蔵
の
『
小
品
方
』
と
「
黄
帝
内
経
明
堂
』

の
貴
重
書
が
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
二
十
周
年

記
念
と
し
て
、
医
史
学
研
究
室
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
慶
事
で

こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
御
雇
外
国
人
教
師
自
身
の
手
に
よ
る
日
本

滞
在
記
の
存
在
が
知
ら
れ
、
す
で
に
出
版
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

子
孫
の
た
め
に
書
き
残
し
た
「
自
分
史
」
は
存
在
自
体
の
確
認
も
難
し

く
、
ま
た
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
閲
覧
か
ら
、
翻
訳
・
出
版

に
至
る
ま
で
に
は
各
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
、
な
か
な

か
許
可
の
得
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
で
も
、

貴
重
な
意
味
を
持
つ
翻
訳
・
出
版
と
言
え
よ
う
。
御
雇
外
国
人
教
師
に

つ
い
て
関
心
の
な
い
方
に
と
っ
て
も
、
明
治
期
日
本
の
歴
史
の
断
片
を

外
国
人
が
書
い
た
も
の
と
し
て
、
本
書
の
内
容
は
興
味
あ
る
も
の
と
思

ア
（
ノ
Ｏ

（
高
安
伸
子
）

〔
玄
同
社
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
八
’
一
五
’
四
、
電
話
○
三
’
三
五
四
五

’
’
六
六
一
、
一
九
九
一
年
、
Ｂ
六
判
、
三
二
五
頁
、
二
、
五
○
○
円
〕

北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
刊
、
医
史
学
文
献
研
究
室
編

『
小
品
方
・
黄
帝
内
経
明
堂
古
抄
本
残
巻
」

あ
る
。
地
上
に
一
点
し
か
な
い
貴
重
書
を
出
版
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

た
尊
経
閣
文
庫
の
英
断
と
、
出
版
に
至
る
ま
で
の
編
者
の
努
力
と
は
賞

賛
に
値
す
る
。

こ
の
書
物
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

凡
例「

小
品
方
』
巻
一
原
色
影
印

『
黄
帝
内
経
明
堂
」
巻
一
原
色
影
印

『
小
品
方
」
巻
一
翻
字

『
黄
帝
内
経
明
堂
」
巻
一
翻
字

「
小
品
方
」
書
誌
研
究

「
黄
帝
内
経
明
堂
』
書
誌
研
究

あ
と
が
き

『
小
品
方
」
「
黄
帝
内
経
明
堂
』
と
も
原
色
写
真
版
で
影
印
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
非
常
に
鮮
明
で
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
朱

点
ま
で
く
っ
き
り
と
写
っ
て
お
り
、
本
に
な
る
ま
で
の
な
み
な
ら
ぬ
苦

労
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
翻
字
と
注
釈
の
周
到
な
配
慮
も
行
き
届
い

て
い
る
。
桜
井
氏
評
の
嘆
き
も
う
べ
な
る
か
な
と
思
わ
れ
る
。

『
小
品
方
」
が
中
国
で
供
亡
し
て
か
ら
一
千
年
余
を
へ
て
出
現
し
た

経
過
は
、
小
曽
戸
洋
氏
の
二
小
品
方
』
書
誌
研
究
」
に
詳
し
い
。
こ
の

『
小
品
方
』
巻
一
の
伝
来
と
そ
の
文
献
学
的
研
究
は
こ
の
書
誌
研
究
で

精
致
に
論
じ
ら
れ
、
今
日
最
高
の
水
準
で
あ
る
。

そ
の
『
小
品
方
』
は
、
序
文
で
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
害
が
繁
雑
に
な

り
す
ぎ
た
当
時
の
処
方
集
を
ま
と
め
る
意
味
合
い
を
も
ち
、
さ
ら
に
患

者
の
体
力
の
強
弱
や
年
齢
性
差
を
論
じ
、
疾
病
の
地
方
性
を
重
視
し
て
、
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そ
の
地
方
に
あ
っ
た
処
方
を
取
り
あ
げ
る
臨
床
的
な
態
度
か
ら
出
発
し

て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
過
去
の
処
方
集
を
集
約
し
て

事
足
れ
り
と
す
る
態
度
に
飽
き
足
ら
な
か
っ
た
陳
延
之
の
医
学
思
想
は
、

高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
世
こ
の

本
が
唐
令
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
医
生
が
習
学
す
べ
き
教
科
書

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
『
小
品
方
』
の
目
録
か
ら
重
要
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

「
張
仲
景
弁
傷
寒
井
方
」
と
『
張
仲
景
雑
方
」
の
二
言
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
今
日
通
用
し
て
い
る
『
傷
寒
論
」
を
構
成
す
る
重
要
な
理
論

で
あ
る
「
六
経
弁
証
」
に
相
当
す
る
目
次
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

陳
延
之
が
張
仲
景
の
著
作
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
六
経
弁
証
」
を
用
い
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

ま
た
編
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
『
小
品
方
』
の
成
害
年
代
（
上
限
は

四
五
四
年
、
下
限
は
四
七
三
年
）
は
こ
の
書
以
前
の
医
書
を
研
究
す
る
上
で

も
、
ま
た
こ
の
害
の
影
響
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
年
代
で
あ
る
。

胡
乃
長
、
湯
万
春
、
高
文
桂
ら
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
年
代
推
定
は
す

で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
年
代
の
学
問
的
価
値
に
は
、
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
か
な
ら
ず
や
、
中
国
医
学
史
研
究
の
一
里

塚
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
黄
帝
内
経
明
堂
」
も
ま
た
『
小
品
方
』
に
劣
ら
ず
重
要
な
書
物
で

あ
る
。
こ
の
害
が
仁
和
寺
蔵
の
国
宝
『
黄
帝
内
経
明
堂
」
に
優
る
と
も

劣
ら
な
い
名
宝
で
あ
る
こ
と
は
最
近
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
発
見
も
ま
た
編
者
ら
の
功
績
に
帰
す
も
の
で
あ
る
。
『
黄
帝
内
経
明
堂
』

が
、
鍼
灸
の
古
典
の
『
甲
乙
経
」
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

害
の
成
立
が
非
常
に
古
い
時
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
の
楊
上
善

が
注
釈
し
た
こ
の
「
黄
帝
内
経
明
堂
」
こ
そ
、
そ
の
姿
を
う
か
が
う
た

だ
一
つ
の
書
物
で
あ
る
。
こ
の
重
要
文
化
財
が
国
宝
よ
り
史
料
的
価
値

が
高
い
と
い
う
編
者
の
発
見
も
、
あ
る
種
の
文
献
学
の
皮
肉
で
あ
る
。

こ
の
本
の
持
つ
価
値
を
述
べ
尽
く
す
に
は
、
す
で
に
紹
介
者
に
は
荷

が
重
す
ぎ
る
。
た
だ
こ
の
書
物
を
篤
学
の
士
に
勧
め
る
こ
と
だ
け
が
私

の
役
目
で
あ
る
。

（
猪
飼
祥
夫
）

〔
発
売
取
扱
・
新
樹
社
言
林
、
東
京
都
千
代
田
区
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楽
町
一
’
三
’
六
’
三

○
二
、
電
話
○
三
’
三
二
九
三
’
五
六
九
一
、
一
九
九
二
年
三
月
刊
、
Ｂ

４
判
、
九
八
頁
、
定
価
一
五
、
○
○
○
円
〕

医
学
の
歴
史
は
、
決
し
て
発
見
や
発
明
の
、
あ
る
い
は
国
家
的
な
制

度
や
事
業
の
み
の
歴
史
で
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
偉
業
を
成
し
遂
げ
た

人
物
の
み
が
記
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
近
年
、
医
学
の
歴
史
、
ま
た

歴
史
の
中
の
「
医
」
の
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
、
論
述
さ

れ
、
古
典
的
な
医
学
史
の
幹
か
ら
多
く
の
太
い
枝
が
張
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
枝
の
一
本
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
幹
そ
の
も
の
を
裏
側
か
ら
み
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
古

代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
医
に
関
わ
っ
た
女
性
た
ち

の
歴
史
で
あ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
ジ
ョ
エ
ル
著
、
内
村
瑠
美
子
訳

『
医
の
神
の
娘
た
ち
ｌ
誇
ら
れ
な
か
っ
た
女
医
の
系
譜
ｌ
」
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